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こ
の
た
び
津
南
町
長
に
就
任
し

ま
し
た
上
村
憲
司
で
す
。
５
期
20

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
の
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
小
林
前
町

長
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
と
両
肩
に
ず
し
り
と

重
い
責
任
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
の
津
南
町
は
長
く
続

く
不
況
の
影
響
と
急
激
に
進
ん
だ

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
ど
こ
と
な

く
活
力
が
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
い
っ
ぽ
う
で
、
町

民
の
皆
様
が
主
役
と
な
っ
て
「
新

し
く
し
よ
う
」「
変
え
て
い
こ
う
」

と
す
る
パ
ワ
ー
が
あ
ち
こ
ち
で
湧

き
出
す
機
会
を
待
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様

の
パ
ワ
ー
と
協
調
し
な
が
ら
、
強

い
つ
な
ん
づ
く
り
、
や
さ
し
い
つ

な
ん
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
ず
「
強
い
つ
な
ん
づ
く
り
」

で
は
、
町
民
所
得
の
向
上
、
雇
用

の
確
保
・
安
定
、
若
者
定
住
の
促

進
の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
町
民
所
得
の
向
上

策
と
し
て
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
従
来
の
産
官
学
連
携
に
報
道
、

流
通
を
一
体
化
さ
せ
て
、
津
南
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
高
付
加
価
値

農
業
へ
の
戦
略
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
開
通
に
よ

り
、新
潟
県
下
で
は
唯
一
関
東
圏
・

関
西
圏
へ
の
最
短
距
離
に
立
地
す

る
好
条
件
を
農
業
、
交
流
、
観
光

へ
の
新
た
な
可
能
性
と
し
て
と
ら

え
れ
ば
大
き
な
発
展
に
つ
な
が
り

ま
す
。
都
市
と
農
村
の
交
流
（
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
や
教
育
体

験
旅
行
の
誘
致
な
ど
に
引
き
続
き

取
り
組
み
、
農
業
と
観
光
の
新
た

な
振
興
策
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
雇
用
の
確
保
・
安
定
策
に
つ
い

て
は
、
農
業
や
観
光
の
振
興
と
合

わ
せ
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進

に
よ
る
地
元
既
存
産
業
の
育
成
や

厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
企
業

誘
致
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
若
者
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま

す
が
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
の
確
保

や
生
活
環
境
の
整
備
は
最
低
限
の

条
件
で
も
あ
り
、
重
要
な
条
件
で

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
「
や
さ
し
い
つ
な
ん
づ
く

り
」
で
は
、
医
療
、
子
育
て
支
援
、

教
育
振
興
、
安
心
・
安
全
社
会
の

実
現
の
４
項
目
に
力
を
入
れ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
医
療

面
で
は
、
津
南
病
院
を
維
持
し
、

成
果
の
あ
が
っ
て
い
る
予
防
医
療

を
さ
ら
に
進
め
、
い
つ
ま
で
も
健

康
で
長
生
き
で
き
る
社
会
を
目
指

し
ま
す
。
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

子
育
て
世
代
応
援
室
を
設
置
し
、

学
童
保
育
や
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
振
興
で
は
、
津
南
中
等
教

育
学
校
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

県
下
一
の
学
力
の
町
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
高
校
生
の
通
学
の
た

め
の
公
共
交
通
の
整
備
を
図
り
ま

す
。
安
心
・
安
全
社
会
の
実
現
で

は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
、
災

害
に
強
い
町
づ
く
り
の
推
進
、
冬

期
集
落
保
安
要
員
制
度
の
継
続
や

除
雪
体
制
の
充
実
な
ど
冬
期
間
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
い
た

し
ま
す
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
単
独
世
帯
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
、
除
雪
助
成
の
拡
充
、
公

共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推

進
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
町
を
目

指
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
の

皆
様
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
残

念
な
が
ら
あ
れ
も
こ
れ
も
す
べ
て

行
政
負
担
で
は
、
小
さ
な
町
の
財

政
は
破
綻
し
て
し
ま
い
ま
す
。
町

づ
く
り
の
主
人
公
は
町
民
の
皆
様

で
す
。

　
私
も
「
強
く
て
や
さ
し
い
町
」

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
先
頭
に

立
っ
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
か
ら

も
町
政
に
積
極
的
に
参
画
い
た
だ

き
自
ら
提
案
し
実
践
す
る
協
働
の

町
づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
あ
げ
、
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

選
挙
結
果
は
、
８
頁
に
掲
載

新町長あいさつ

強
い
つ
な
ん

　

や
さ
し
い
つ
な
ん

津
南
町
長
　
上
村
憲
司

新
町
長
あ
い
さ
つ
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Let's Enjoy Summer of  Tsunan Event information 2010 
見 て ヨ シ、 出 て ヨ シ、 感 じ て ヨ シ

親戚のしょが来たら
　どこ連れてこうかな

　津南の夏は、ひまわり広
場だけじゃないですよ。秋
まで毎週イベント盛りだ
くさんです。
　予定を組んで参加して、
ガンガン遊びましょう。
　このほかにも、「なじょもん」で
は、毎日いろいろな体験メニューを用
意しているよ。
　全戸配布したチラシを見てね。

夏はつなん　で
決まりでしょ

新潟県宣伝課長トッキッキ

7 月 17 日㈯
●ひまわり広場（８月 15 日まで）
　会　　場：沖ノ原台地　時間 9:00 ～ 16:30　問：①
　駐車料金：普通車 300 円　マイクロ以上 1,500 円　大型バス 3,000 円

7 月 18 日㈰
●ふれあい動物パーク（８月 29 日まで）
　会場：ニューグリーンピア　時間 9:00 ～ 17:00　問：⑥
　料金：大人 800 円　小人 400 円

7 月 24 日㈯
●津南まつり
　会場：役場周辺　時間：正午～　問：①
●火炎加持～縄文土器写真展～（８月 22 日まで）
　会場：なじょもん　時間 9:00 ～ 17:00　問：②　※詳細 20 頁
●町まるごと博物館展（８月 22 日まで）
　会場：なじょもん　時間 9:00 ～ 17:00　問：②

7 月 25 日㈰
●ひまわりウェディング
　会場：ひまわり広場　時間 11:30 ～　問：①　

7 月 31 日㈯
●風鈴プロジェクトワークショップ（鑑賞は 8 月中）
　会場：美雪町関芳工場跡地　時間 14:00 ～ 17:00　問：③
　内容：昨年の芸術祭で好評だったＴシャツのランプシェードの作品

作家の第 2 弾。いっしょに作品を作りましょう。

8 月 7 日㈯
●津南花火大会（山伏山花火）
　会場：無印良品津南キャンプ場　時間20:00～　問：⑤　※月～金10：00～17：00のみ

8 月 13 日㈮
●ランチバイキング（13 日・14 日）
　会場：ニューグリーンピア　時間 12:00 ～ 13:30　問：⑥
　料金：大人 2,000 円小人 1,300 円
●中津地区盆踊り大会
　会場：中津小学校　時間 18:00 ～　問：③

8 月 14 日㈯
●竜神の里盆踊り
　会場：竜ケ窪温泉竜神の館　時間 19:00 ～　問：③

8 月 15 日㈰
●なじょもん盆踊り
　会場：なじょもん　時間 19:00 ～　問：②

8 月 18 日㈬
●赤澤大神楽
　会場：赤沢八幡社境内　時間 20:20 ～　問：①

8 月 21 日㈯
●スイミンググランプリ＆魚のつかみ取り大会
　会場：クアハウス津南　時間 9:30 ～　問：④
　内容：競泳、速歩競争、宝探し。魚のつかみ取り、スイカ割り、

プール遊びなど。

8 月 29 日㈰
●津南ローラースキー大会
　会場：マウンテンパーク　時間 8:20 ～　問：⑦
●ミニバイアスロン大会ｉｎ津南大会
　会場：マウンテンパーク　時間8:30～／13:00～　問：⑦　※詳細6頁

9 月 11 日㈯
● TAICO CLUB CAMPS’10（11 日・12 日）
　会場：ニューグリーンピア　時間：要問い合わせ　問：⑥
　料金：要問い合わせ
　内容：グリーンピアの施設を全部貸しきっての、音楽フェスティバル。

秋フェスだけど、熱くなりそうな予感。

9 月 18 日㈯・19 日㈰
●越後妻有クラフトフェア
　会場：ニューグリーンピア 芝生広場
　時間：18 日 10:00 ～ 17:00 ／ 19 日 10:00 ～ 16:00　問：⑧

9 月 25 日㈯
●月明かりコンサート
　会場：なじょもん　時間 19:00 ～　問：②

つなんの夏のイベント情報

今年もなじょもんがまるごと博物館になるよ。なじょ

もんヒマワリ畑も見に来てね。

ひまわり広場ライトアップは
8 月 10 日～ 15 日　19:00 ～ 21:00

津南三大盆踊りとして、中津地区・竜神の里・なじょ

もんで行われるよ。どんな夜店があるかも楽しみだね。

あのバイアスロン大会の感動をもう一度。スポーツ銃

を使ったミニバイアスロン大会が開催されるよ。

手づくり作品を並べたテントが芝生を埋め尽くす県内

最大規模のクラフトフェアが今年も開催されるよ。

月明かりの下で聞く音楽はいいよね～。今年も晴れる

といいな～。 ひまわり畑で開催される結婚式。幸せいっぱいの二人

を祝福しよう !! 今年は、どんな演出が待っているかな。

越後妻有 大地の祭り 2010 夏
8 月 1 日～ 31 日まで、今も残る作品約 200 点の公開

をするよ。昨年見逃した作品を観賞しようよ。問：③

①：津南町観光協会　電話025-765-5585
②：なじょもん　　　電話025-765-5511
③：津南町役場　　　電話025-765-3111
④：クアハウス津南　電話025-765-3711

⑤：MUJIアウトドアネットワーク 電話03-5950-3660
⑥：ニュー・グリーンピア津南 電話025-765-4611
⑦：総合センター 電話025-765-5776
⑧：モリクラフト 電話025-765-4934

お問い
合わせ

PICK UP!

PICK UP!

PICK UP!

PICK UP!

PICK UP!

PICK UP! PICK UP!

PICK UP!
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第
３
回
ミ
ニ
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
in
津
南
町

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日

　
８
月
29
日
㈰

■
受
付
講
習
会
開
始
時
間
・
参
加
料

・
午
前
の
部
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　
参
加
費
　
無
料

・
午
後
の
部
（
午
後
１
時
〜
）

　
参
加
費
　
一
般
５
０
０
円
他
無
料

■
会
場

　
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
特
設
会
場

■
内
容

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ス
ポ
ー
ツ
銃
に
よ
る
射
撃
を

組
み
別
に
行
い
ま
す
。

午
前
の
部
は
、
２
０
０
ｍ
を
３
周
す
る
な
か

で
、射
撃
を
２
回
し
ま
す
。小
学
生
か
ら
一
般

ま
で
参
加
で
き
ま
す
。午
後
の
部
は
、中
学
生

以
上
で
１
㎞
コ
ー
ス
を
使
用
し
ま
す
。

■
申
込
期
限

　
８
月
18
日
㈬

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
６
５-

５
７
７
６

　

国
は
平
成
17
年
以
降「
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
が

保
証
さ
れ
て
い
な
い
」と
い
う
理
由
か
ら
、日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
を
勧
め
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
専
門
家
が「
満
３
歳
〜
７
歳
６
ヵ
月
未

満（
１
期
）へ
の
接
種
は
安
全
で
あ
る
」と
判
断

し
た
こ
と
か
ら
対
象
者
へ
の
通
知
を
再
開
し
ま

し
た
。順
次
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
の
で
直

接
医
療
機
関
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
平
成
22
年
度
通
知
対
象
者

平
成
18
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
平
成
20
年
４
月
１
日
生

な
お
、
引
き
続
き
満
９
歳
〜
13
歳
未
満（
２

期
）
へ
の
積
極
的
な
接
種
は
勧
め
て
い
ま
せ

ん
。ま
た
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
か
た
や
、２

期
の
か
た
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
で
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
討
結
果
に
よ

り
、
必
要
に
応
じ
て
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
健
康
班
℡
７
６
５-

３
１
１
４

　

２
０
１
２
年
大
地
の
芸
術
祭
に
作
品
設
置
を

希
望
す
る
地
域
及
び
集
落
を
募
集
し
ま
す
。

　

大
地
の
芸
術
祭
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
住
民

が
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、地
域
の
自
慢
と
な

る
作
品
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、こ
へ
び
隊
、そ
し
て
芸
術
祭
に
訪
れ

　

警
察
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
平
成
22
年
７
月
９
日
㈮
〜
８
月
19
日
㈭

■
試
験
日
程

　
第
１
次
試
験
　
９
月
19
日
㈰

■
受
験
資
格

○
警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
者
）

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大
学

卒
業
者
ま
た
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者

○
警
察
官
Ｂ（
大
学
卒
業
者
以
外
）

昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
警
察
官
Ａ
の
受
験
資

格
が
な
い
者

　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
か
た
を
対
象
に

「
つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、介
護
方
法
や
対
応
、知
識
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
り
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、介
護
者
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
て
開

か
れ
ま
す
。

　

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
か
た
や
、身
内
で
対

応
を
し
て
い
る
か
た
、関
心
の
あ
る
か
た
は
ど

　

消
費
者
金
融
な
ど
の
貸
金
業
者
か
ら
の
借
り

過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、貸
金
業
法
が
次
の
と
お
り

変
わ
り
ま
し
た
。な
お
、銀
行
、信
用
金
庫
、信
用

組
合
、労
働
金
庫
等
か
ら
の
借
入
れ
に
つ
い
て

は
、こ
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
借
入
れ
は
年
収
の
３
分
の
１
ま
で

貸
金
業
者
か
ら
の
借
入
れ
に
限
り
ま
す
。
す

で
に
借
り
て
い
る
分
に
つ
い
て
は
、
契
約
の

と
お
り
返
済
す
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

■
借
入
れ
に
は
年
収
の
証
明
が
必
要

専
業
主
婦（
主
夫
）の
か
た
は
、少
な
く
と
も
、

配
偶
者
の
年
収
を
証
明
す
る
書
類
、
配
偶
者

の
同
意
書
な
ど
が
必
要
で
す
。
個
別
の
お
取

引
に
つ
い
て
は
、
取
引
先
の
貸
金
業
者
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、ヤ
ミ
金
融
か

ら
は
絶
対
に
借
り
な
い
で
！

自 衛 官 募 集
　平成22年度自衛官採用試験を次のとおり行います。
■募集対象及び募集期間
　

男女別 区分 募集期間

自衛官候補生男子
陸上自衛隊

7月1日～9月23日海上自衛隊
航空自衛隊

自衛官候補生女子
陸上自衛隊

8月1日～9月10日海上自衛隊
航空自衛隊

■お問い合わせ
　自衛隊新潟地方協力本部長岡出張所　℡0258‐33‐0256

リサイクル活動推進団体募集
　津南地域衛生施設組合では地域リサイクル推進事
業を行っており、新規の活動団体を随時募集していま
す。この事業は当組合に持ち込んだリサイクルごみの
重量に従い、奨励金を支払う事業です。
　リサイクルのたいせつさを知るきっかけになりま
すので学校、ＰＴＡ、子ども会、老人会など環境教育に
関心のある団体の登録をお待ちしています。
　（現在の登録団体数25団体）

■平成22年度　奨励金金額表（１ｋｇ）
　

品　目 金　額

新聞紙（チラシ含む） ４円

ダンボール １円

雑誌類（その他紙含む） １円

空かん ４円

空びん １円

ペットボトル 10円

白色トレイ 10円

■お申し込み・お問い合わせ
　津南地域衛生施設組合ごみ処理場

　℡765-3495

お 盆 期 間 の 診 療
　
　お盆期間中（８月14日㈯～16日㈪の３日
間）の外来診療は、次の内容となります。
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をお
願いします。（津南病院℡765-3161）

8月
診療科 14日㈯ 15日㈰ 16日㈪

診
療
す
る
科

内　科 石川院長

休診

林　医師

小児科 西野医師 藤原医師

外　科 休診 岩渕医師

眼　科 休診 工藤医師

休
診
と
な
る
科

整形外科

休診 休診 休診

歯　科

耳鼻咽喉科

産婦人科

泌尿器科

リハビリ

・お盆期間中、薬を必要とされるかたは、８月

13日㈮までにお申し込み願います。

・お盆期間中、夜間時の緊急患者は当直医が診

療にあたります。

・17日㈫からは、通常の診療体制となります。

PICK UP!

PICK UP! PICK UP!

■
困
っ
た
ら
あ
せ
ら
な
い
で
ま
ず
相
談

「
借
り
ら
れ
な
い
」「
返
せ
な
い
」、
困
っ
た
と

き
は
、あ
わ
て
な
い
で
、次
の
無
料
相
談
窓
口

に
お
電
話
を
。

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
℡
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

・
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

・
日
本
貸
金
業
協
会
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
７
０
‐
０
５
１
‐
０
５
１
　

る
お
客
様
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
交
流
が

生
ま
れ
ま
す
。地
域
を
元
気
に
し
た
い
、ア
ピ
ー

ル
し
た
い
と
い
う
か
た
が
た
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

窓
口
受
付
の
ほ
か
、
電
話
か
メ
ー
ル
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
応
募
〆
切

　
７
月
30
日
㈮

■
応
募
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
課
　
℡
７
６
５-

３
１
１
５

■
採
用
予
定
日

　
平
成
23
年
４
月
１
日

■
お
問
い
合
わ
せ

十
日
町
警
察
署（
℡
７
５
２-

０
１
１
０
）
ま

た
は
新
潟
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

う
ぞ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
８
月
７
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場

　
小
下
里『
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
み
さ
と
』

■
内
容

『
自
宅
で
で
き
る
介
護
の
コ
ツ（
食
事
・
排
泄
編
）』

■
申
込
締
切

　
８
月
５
日
㈭

■
そ
の
他

希
望
さ
れ
る
か
た
に
は
送
迎
を
行
い
ま
す
の

で
申
込
の
際
、申
出
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

・
み
さ
と
苑

　
℡
７
６
５
‐
３
４
０
０

・
福
祉
保
健
課
保
険
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

ミ
ニ
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
大
会

参
加
者
募
集

満
３
歳
～
７
歳
６
ヵ
月
未
満
へ
の

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
推
奨
を
再
開

第
５
回
大
地
の
芸
術
祭

　
作
品
設
置
地
域
・
作
品
募
集

警
察
官
募
集

第
３
回
つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室

貸
金
業
法
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
！
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　6月26日に、ニューグリーンピアで植樹が行われました。

ＪＲ東日本㈱が企画したツアーに参加した1,200名の参加

者たちは、用意された苗17,000本を植えました。

　この植樹は来年も行われ、16種総数35,000本が植えら

れる予定です。

←6月30日にニューグリーンピア津南で毎年恒例の高齢者親善

スポーツ大会が行われました。参加者は５地区対抗で７つの競

技を競い合い、緊張感と興奮を楽しみました。また来年も元気

で参加しましょう。

　7月8日に小林町長が任期を満了し退任されました。また

長年町長を支えた副町長滝沢秀雄氏と教育長根津紘氏も同

日付けで退任することになりました。お疲れさまでした。

 みんなで森をつくろう
— 17,000 本の苗を植樹 —

 20年間お疲れさまでした
— 町長・副町長・教育長退任 —

 背中に大声援!!でも焦らない
— 高齢者親善スポーツ大会 —

↑職員に見送られる小林町長。見送りの中には、滝沢副町長と根津教育
長の姿も。

↑ダンスを披露してくれた保育園児の応援を受けながら、ストローで輪
をリレーしていく競技に挑む参加者たち。

↑ 関東方面から訪れた1,200人によって17,000本が植樹されました。

平
成
22
年
６
月
20
日 

投
票

津
南
町
長
選
挙
開
票
結
果

名　
　

前

得
票
数�

上
村
憲
司

３
４
８
１
票

半
戸
哲
郎

３
２
５
０
票

髙
橋
孝
男

１
０
５
８
票

■
当
日
の
有
権
者
数
　
　
９
２
９
４
人

■
投
票
者
数
　
　
　
　
　
７
８
４
０
人

■
棄
権
者
数
　
　
　
　
　
１
４
５
４
人

■
投
票
率
　
　
　
　
　
　
８
４.

３
６
％

■
投
票
総
数
　
　
　
　
　
７
８
４
０
票

　
▼
有
効
投
票
　
　
　
　
７
７
８
９
票

　
▼
無
効
投
票
　
　
　
　
　
　
５
１
票

地
域
医
療
に
携
わ
っ
て

町
立
津
南
病
院
　
内
科
医
長
　
佐
野
浩
斎

大
学
院
生
時
代
に
研
究
室
に
朝
か
ら
晩
ま
で
閉
じ
こ

も
っ
て
い
た
こ
ろ
、帰
宅
時
に
東
京
タ
ワ
ー
の
オ
レ
ン

ジ
色
の
光
を
見
る
こ
と
が
私
の
心
を
癒
し
た
。大
学
の

附
属
病
院
で
は
、専
門
医
と
し
て
同
じ
よ
う
な
病
態
の

患
者
様
を
毎
日
数
多
く
診
る
の
が
仕
事
だ
っ
た
。

新
潟
津
南
は
近
辺
で
よ
く
聞
く
名
前
だ
っ
た
。自
分

に
話
が
来
た
時
、寒
い
の
は
苦
手
だ
が
津
南
町
に
行
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
た
。90
歳
代
の
患
者
様
へ
の
薬
物
投

与
の
毎
日
が
始
ま
っ
た
。長
寿
の
町
を
実
感
し
た
。病
態

が
良
く
な
り
施
設
や
自
宅
に
戻
せ
る
と
充
実
感
も
わ
い

た
。津
南
の
夏
の
夜
、近
所
の
小
川
に
蛍
が
い
る
と
耳
に

し
、そ
の
や
さ
し
い
光
を
見
に
行
っ
た
。蛍
は
こ
ん
な
に

ふ
わ
ふ
わ
と
ゆ
っ
く
り
飛
ぶ
も
の
な
の
か
と
美
し
さ
を

実
感
し
た
。

地
域
医
療
は「
自
己
完
結
型
医
療
」か
ら「
地
域
医
療

完
結
型
」へ
の
転
換
な
ど
と
い
わ
れ
て
久
し
い
。津
南
に

来
て
、地
域
医
療
は
高
齢
者
医
療
と
も
密
接
に
関
連
し

て
い
る
現
実
を
知
っ
た
。地
域
医
療
の
ほ
ん
と
う
の
姿

に
ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、今
の
自
分
に
は

ま
だ
わ
か
ら
な
い
。医
療
は
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
行
政
で
も
あ
る
。病
気
を
診
ず
し
て
病
人
を

診
よ
。津
南
地
域
医
療
に
自
分
な
り
の
貢
献
が
で
き
る

よ
う
日
々
の
精
進
が
必
要
な
よ
う
だ
。

紹介者　大関和子さん（上加用）

　長期予報では冷夏といわれていましたが、蒸し暑い日々

が続きますね。今回はさっぱりとした酢の物を紹介します。

＜材料＞

切干大根　40ｇ

キュウリ　1本

人参　4㎝

らっきょう酢　60cc

しょうゆ　20cc　ごま少々

切干大根の酢の物 ＜作り方＞

①切干大根はもみ洗いしたあと、ぬるま湯に15 ～ 20分漬

け戻す。

②キュウリと人参は千切りにし、軽くしぼった①と調味料

であえる。

③器に盛り、ごまを振る。

　らっきょう酢は酢と砂糖と塩が合わせてあるものです。

酢漬けや酢の物が手軽にできますが、家にある酢でお好み

の味にしてもＯＫです。

　切干大根は不足しがちなカルシウム、鉄分、食物繊維が豊

富で、酢は殺菌作用や食欲増進のほか、疲労回復、美肌やダ

イエットにも効果があるのだそうです。たくさん食べて元

気に夏を乗り切りましょう。

＜実施された行事＞
〔６月〕
	 24日	 十日町地域広域事務組合第１回臨時会
	 29日	 ‘10原水爆禁止キャラバン隊津南町訪問
	 30日	 産建常任委員会上部陳情
〔７月〕
	 	5日	 全員協議会
	 6日	 国道405号線期成同盟会陳情
	 8日	 総文常任委員会小中学校長懇談会
	 14日	 議会運営委員会

	 15日	 県町村議会議長会臨時総会

＜今後予定されている行事＞
〔７月〕
	 21日	 第２回津南町議会定例会開会
	 26日	 津南地域施設衛生組合議会
〔８月〕
	 2日	 決算審査
	 3日	 町村監査委員研修会（～４日）
	 5日	 全員協議会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい

たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	3200日	 藤ノ木キミ(堂平)	
	2700日	 小山英一(割野)	
	2600日	 桑原正輝（豊郷）
	 800日	 大倉栄子(小下里)	
	 700日	 大倉一郎（小下里）	
	 100日	 滝沢修斗(小島)、本山マサ(反

里）、藤ノ木キノイ(太田新田)、
藤ﾉ木今朝壽（太田新田）。

主な運動：健骨体操、ラジオ体操、水中歩行、軽スポなど。

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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◆交通事故は、やっぱりとびだし
●狭い道路から広い道路へのとびだし、左右不確認の道路横断が、
　事故の一番の原因です。
●夏になると急に増えるのが自転車でのとびだし、無灯火、二人
　乗りの事故です。

◆心のこもった明るい挨拶の
　できる子に

◆よい言葉づかいで話せる子に

◆服装・身だしなみがきちんと
　している子に

●乱暴な言葉・聞き苦しい言葉を聞いたら、その場で、
　一声かけましょう。

●親や大人が見本となって地域で明るい挨拶の輪を広
　げましょう

しつけ

◆防ごう水難事故
●信濃川、中津川、清津川で遊ぶときは、必ず保護者がついてく
　ださい。中学生は保護者の責任において判断してください。

◆不審者による心配な事案が増えて
　います。
●不審者に出会ったときの対応の仕方を話し合いましょう。
　（大声を出す、子ども110番の家の確認、警察への連絡等）

◆話し合い・ふれ合いをたいせつに
●子どもとふれあう機会を多くもちましょう。子どもの話に耳を傾けてください。
●生命のたいせつさを親子で話し合いましょう。

◆子どもたちの好奇心を正しい方向に
●日ごろできない体験、町や地域が主催する行事等への参加を積極的にすすめましょう。
●携帯電話やインターネットには、有害情報にアクセスする（接続する）可能性があります
　のでフィルタリングサービス等の活用を検討しましょう。

◆飲酒、喫煙、無免許運転、無断外泊はさせない
●祭り等での子どもの飲酒、喫煙に十分注意しましょう。
●大人のちょっとした気配りで子どもが非行に走るのを防げます。
　（バイクや車のカギを外しておくことなど。）
●子ども同士の泊まり合いや、ゲームセンター、カラオケボックス等への出入りは、やめさ
　せましょう。

◆窃盗（万引き）はしない・させない・見過ごさない

◆遊び場・遊び道具に落とし穴
●建物に向けた花火が火事を引き起こした例もあります。

！

津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

平成22年度津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

安全に
健全に 良い

 習慣を

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子

生命は一つ！たいせつにしていますか
日ごろの躾はどうですか

津南町青少年育成町民会議では、「どの子もみんなつなん
の子」を合言葉に、子どもがいる家庭だけでなく、町で、地
域で子どもたちを育てようという活動を行っています。
家の前を通る子どもたちにも積極的に声をかけて、みん
なの協力と気配り・目配りで正しく子どもたちを育てま
しょう。

～気配り・目配りで正しく育てよう～～気配り・目配りで正しく育てよう～

町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで
夏休みです。子どもたちの様子を学校にも
お知らせください。

●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
　という考えは捨てて一声かけてください。
●子どもが、買ってあげたものでないものを持っていたら「いつ・どこで買ったのか」借りた
　ものであれば「どこのだれから借りたのか」必ず確認しましょう。
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER国

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、平
成
22
年
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、７
月
下
旬

に
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す
。お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
証
■

▼
新
し
い
保
険
証
の
色

　
ピ
ン
ク
色

▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　
平
成
23
年
７
月
31
日

※
平
成
23
年
７
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
に
な

る
か
た
は
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

・
75
歳
に
な
る
か
た
…

　
　
誕
生
日
の
前
日
ま
で

・
70
歳
に
な
る
か
た
…

　
　
誕
生
月
の
月
末
ま
で

・
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
、
65
歳
に
な
る

か
た
…

　
　
誕
生
月
の
月
末
ま
で

※
有
効
期
限
が
平
成
23
年
７
月
31
日
以
前
と

な
っ
て
い
る
か
た
は
、
期
限
が
切
れ
る
前
に

新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
70
〜
74
歳
か
た
の
保
険
証

　
保
険
証
に
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
負
担
割
合
が
１
割
の
か
た
は
、
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
１
割
で
す
が
、
そ
れ
以
降
は
２

割
と
な
り
ま
す
。３
割
負
担
の
か
た
は
、変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
届
い
た
保
険
証
は
、必
ず
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
！

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、国
民
健
康
保
険
証
が
届
い
た
場
合

は
、役
場
へ
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
の
変
更
手
続
き
は
自
動
的
に
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

証
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
早
め
に
役
場
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

保
険
証
■

▼
新
し
い
保
険
証
の
色

　
オ
レ
ン
ジ
色

▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　
平
成
23
年
７
月
31
日

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
は
、
役
場

の
封
筒
と
は
異
な
る
封
筒
で
、
１
人
ず
つ
お

送
り
し
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
限
度
額
適
用

　
　
　
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
同
一
世
帯
の
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
か
た
が
対
象
と
な
り
、
入
院
時
の
自
己
負
担

限
度
額
や
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
に
減
額
認
定
証
を
交
付
さ
れ
た

か
た
で
、
22
年
度
も
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
か
た
は
、
保
険
証
と
は
別
に
減
額
認
定

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
に
新
た
に
減
額
認
定
の
対
象
に

な
っ
た
か
た
に
は
、
申
請
書
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課 

保
険
班

　
℡
７
６
５-
３
１
１
４

薬
代
が
安
く
な
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
こ
れ
ま
で
効
き

目
や
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
き
た
薬
と
同

等
と
認
め
ら
れ
た
低
価
格
の
薬
で
す
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
薬
代
の
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
薬
代
が
安
く
な
り
ま
す

　
医
薬
品
は
開
発
に
費
用
が
多
く
か
か
り

ま
す
が
、
開
発
期
間
が
短
く
て
済
む
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
価
格
も
安
く
な
っ
て
い

ま
す
。
薬
代
と
し
て
３
割
以
上
、
中
に
は
５

割
以
上
安
く
な
る
薬
も
あ
り
ま
す
。

 

○
安
全
性
も
品
質
も
変
わ
り
ま
せ
ん

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
は
、
こ
れ
ま

で
効
き
目
や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き
た

お
薬
と
同
等
と
確
認
さ
れ
た
上
で
、
製
造
、

販
売
が
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
す
る
に
は

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
町
国
保
・
後
期
高
齢
の
被

保
険
者
の
か
た
に
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
に

健
康
診
断
の
結
果
を

生
か
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
各
集
落
の
公
民
館
や
学
校
を
会
場

に
健
康
診
査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
は
５
月
か
ら
、特
定
健
診

は
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

結
果
が
届
き
始
め
て
い
る
か
た
は
今
年
の
結

果
を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
を
受
け
る
だ
け
で
安
心
し
て
い
る
か
た

も
い
ま
す
が
、
結
果
に
は
日
々
の
生
活
の
中
で

は
気
づ
か
な
い
身
体
の
変
化
が
現
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

特
定
健
診
で
は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
や
高
血
糖
、

高
血
圧
、肝
機
能
、脂
質
異
常
な
ど
の
状
態
が
わ

か
り
ま
す
。

特
定
健
診
の
検
査
結
果
が
正
常
範
囲
の
数
値

内
で
も
毎
日
の
食
事
の
取
り
方
、
仕
事
や
睡
眠

な
ど
の
生
活
の
過
ご
し
方
で
数
値
に
変
化
が
あ

ら
わ
れ
ま
す
。
毎
年
受
け
て
い
る
か
た
で
も
健

診
の
時
期
や
体
調
に
よ
り
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

特
に
、
検
査
値
に
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は

早
め
に
医
療
機
関
に
受
診
す
る
と
と
も
に
日
々

の
生
活
の
過
ご
し
方
を
振
り
返
る
機
会
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
過
ご
し
方
は
違
い
ま

す
。元
気
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
、

年
１
回
は
身
体
の
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

近
く
の
会
場
で
特
定
健
診
や
胃
・
大
腸
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
は
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
で
こ
れ
か
ら
の
健
診
日
程
を
確
認
し
て
、

ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

達
者
で
余
生
を江

村
詳
一
さ
ん
　
87
歳
（
巻
下
）

ま
だ
早
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
米
寿
が
そ
こ
ま
で

来
た
。
磨
耗
し
た
部
品
だ
ら
け

の
体
に
ガ
タ
が
き
た
。
機
械
の

よ
う
に
簡
単
に
部
品
の
交
換
が

で
き
る
と
あ
り
が
た
い
。
上
歯

は
全
部
交
換
し
た
が
下
歯
は
ま

だ
全
部
自
前
だ
。
白
内
障
と
か

で
レ
ン
ズ
も
交
換
し
た
。

　
内
臓
器
官
は
今
の
と
こ
ろ
完

璧
と
は
い
え
な
い
が
ま
だ
達
者

の
よ
う
だ
。
だ
が
腰
が
弱
く
な
っ
た
。
中
腰

で
の
草
取
り
、
鍬く
わ

使
い
に
骨
が
折
れ
る
。
整

形
の
先
生
は
、「
若
い
こ
ろ
無
理
し
た
な
、

背
骨
が
磨
り
減
っ
て
尖
っ
て
い
る
。
注
射
や

ア
ン
マ
で
ガ
マ
ン
で
き
な
く
な
っ
た
ら
手
術

だ
」
と
宣
言
。
こ
の
年
に
な
っ
て
手
術
す
る

勇
気
は
な
い
。

　
と
に
か
く
三
度
三
度
の
飯
が
う
ま
い
。
漬

け
菜
と
こ
う
こ
で
育
っ
た
体
だ
。
食
え
る
も

の
何
で
も
う
ま
い
。
戦
場
で
の
ヒ
モ
ジ
イ
思

い
が
、
65
年
間
生
き
て
い
る
。
特
に
野
菜
は

馬
ほ
ど
食
う
。

　
特
別
に
健
康
に
注
意
努
力
な
ど
し
て
い
な

い
が
、
毎
晩
駅
の
温
泉
で
思
い
っ
き
り
体
を

伸
ば
し
、
関
節
屈
伸
運
動
ら
し
き
ま
ね
ご
と

を
若
干
と
夕
食
時
の
百
薬
の
長
。
こ
れ
ま
た

欠
か
し
た
こ
と
な
く
楽
し
み
で
あ
る
。

　
日
常
は
先
祖
様
が
残
し
て
く
れ
た
少
し
ば

か
り
の
田
、畑
、山
林
を
若
い
こ
ろ
の
半
分
も

で
き
な
い
が
、
俺
の
体
力
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
し
て
い
る
。
ま
た
資
源
愛
護
と
か
リ
サ

イ
ク
ル
、
エ
コ
と
か
冬
の
暖
房
に
今
で
も
薪

ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て
い
る
。山
の
間
伐
材
、桐

の
雪
折
枝
、信
濃
川
の
流
木
等
、春
か
ら
夏
の

暇
な
時
期
の
薪
割
り
が
よ
い
運
動
と
な
る
。

　「
貧
乏
暇
な
し
、
さ
れ
ど
稼
ぐ
に
追
い
つ

く
貧
乏
な
し
」
格
言
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

と
に
か
く
、
そ
の
日
の
オ
マ
ン
マ
を
何
と
か

う
ま
く
食
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
感
謝

し
つ
つ
与
え
ら
れ
た
人
生
、
お
迎
え
が
来
る

ま
で
楽
し
み
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

保健師
大口洋子

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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短 歌

俳 句

弥生 ―Ma r c h―

赤木かん子／著　自由国民社　1,400円（税別）

「お父さんが教える自由研究の書き方」

　「今何をしているのかわからない…だからつぎにどう
していいかわからない…」そんな困ってしまった経験あ
りませんか？『研究』する前に知っておく『研究の基礎』
を教えてくれる頼もしい一冊。

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。夏
本
番
を
迎
え
ま

す
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
暑
い
夏
は
、水

遊
び
が
何
よ
り
で
す
ね
。海
に
プ
ー
ル
そ

し
て
川
。な
か
で
も
、期
間
限
定
の
海
や
川

遊
び
は
、特
に
楽
し
み
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
　
　
　
　
　
　

　

さ
て
、私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
津
南

町
に
は
日
本
一
の
長
さ
を
誇
る
信
濃
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
信
濃
川
」に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
た
本
が
続
け
て
出
版
さ
れ
ま

し
た
。今
月
は
、そ
の
本
２
冊
と
川
の
活
躍

を
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

る
本
、そ
の
ほ
か
に
２
冊
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
日
本
の
川
　
ち
く
ま
が
わ
・
し
な
の
が
わ
」

　
千
曲
川
・
信
濃
川
の
源
流
か
ら
、川
沿
い

の
地
域
を
細
か
く
描
い
た
盛
沢
山
の
絵
と

と
も
に
旅
す
る
絵
本
で
す
。
川
が
も
た
ら

す
恩
恵
を
あ
ら
た
め
て
実
感
で
き
ま
す
。

「
信
濃
川
の
め
ぐ
み
」

　
千
曲
川
か
ら
信
濃
川
と
名
前
を
変
え
る
、

こ
こ
津
南
町
か
ら
日
本
海
へ
と
注
ぐ
ま
で

を
、や
わ
ら
か
な
絵
と
文
で
描
い
て
い
ま
す
。

「
め
ざ
せ
！
川
博
士
　
川
ナ
ビ
ブ
ッ
ク
」

１
〜
３
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
本
か
ら
の
ク
イ
ズ
で
す
。「
日
本
で

一
番
短
い
川
は
？
そ
の
川
の
長
さ
は
い
っ

た
い
何
メ
ー
ト
ル
？
」
答
え
は
、
こ
の
本
、

「
川
ナ
ビ
ブ
ッ
ク
３
」に
載
っ
て
い
る
よ
！

　
８
月
15
日
に
は
終
戦
記
念
日
を
迎
え
ま

す
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
戦
争
の
こ
と
…

昨
年
話
題
に
な
っ
た
２
冊
を
最
後
に
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
戦
争
を
平
和
に
か
え
る
法

　
　
”
紛
争
解
決
入
門
“
の
巻
」

　
ニ
ュ
ー
ス
で
使
わ
れ
て
い
る
難
し
い

言
葉
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
本
で
す
。

２
０
０
８
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
、
筑
紫
哲
也
さ
ん
が
翻
訳
し

解
説
も
書
い
て
い
ま
す
。

「
昭
和
20
年
夏
、僕
は
兵
士
だ
っ
た
」

　「
三
國
連
太
郎
」、「
水
木
し
げ
る
」
な
ど

計
５
名
に
著
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
、

小
冊
子
で
連
載
を
し
た
一
年
半
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

と
し
ょ
し
つ
の
ヒ
ミ
ツ
・
そ
の
④

砂
丘

心
な
き
花
な
れ
ば
未
練
な
く

　
　
散
る
を
人
間
わ
れ
の
羨
し
み
て
見
つ 

関
谷
　
郁
子

み
仏
の
顔
と
な
り
た
る
ハ
マ
祖ば

あ母
の

　
　
口
に
紅
さ
し
眉
描
き
て
や
る 

丸
山
　
直
子

息こ

の
く
れ
し
初
給
料
の
小
遣
ひ
を

　
　
ア
ル
バ
ム
に
貼
る
と
夫
は
言
ふ
な
り 

恩
田
　
久
美
子

「
う
れ
し
い
日
」
と
題
す
る
版
画
よ
ろ
こ
び
は

　
　
グ
ラ
ス
に
溢
る
る
ロ
ゼ
香
る
ご
と 

小
野
寺
　
恒
代

長
崎
の
み
や
げ
の
急
須
は
わ
が
好
む

　
　
梵
鐘
に
似
て
据
り
の
よ
ろ
し 

樋
口
　
康
子

主
住
ま
ぬ
庭
に
梅
の
花
咲
き
初
め
ぬ

　
　
鴬
夙
に
来
て
鳴
く
ら
ん
か 

上
村
　
み
な

待
ち
待
ち
し
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
目
前
に

　
　
夫
倒
れ
た
り
旅
は
あ
き
ら
む 

内
山
　
キ
ク

ミ
ニ
水
車
廻
す
力
を
保
ち
つ
つ

　
　
竹
の
筒
よ
り
水
の
流
れ
来 

麻
績
　
初
恵

改
め
て
吾
に
病
状
問
ひ
も
せ
ず

　
　
子
等
の
優
し
さ
と
思
へ
ば
嬉
し 

滝
沢
　
勝
枝

四
Ｂ
の
鉛
筆
わ
づ
か
し
め
り
帯
び

　
　
梅
雨
の
季
節
の
近
づ
く
気
配
す 

風
巻
　
京
子

夜
ご
と
観
て
わ
が
倦
か
ざ
り
き
星
空
の

　
　
瞬
き
煌
め
き
流
る
る
さ
ま
は 

月
岡
　
ヨ
リ
エ

五
月
晴
れ
の
大
空
を
漕
ぐ
櫂か

い

と
な
り
て

　
橅
の
大
樹
は
枝
を
伸
ば
せ
り 

鈴
木
　
綾
子

か
な
し
み
の
記
憶
を
刻
む
谷
ふ
か
く

　
　
辛
夷
は
白
き
花
を
点
せ
り
（
大
秋
山
村
跡
） 

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

紫
陽
花
は
雨
に
堪
え
つ
つ
重
た
げ
に

　
　
葉
も
艶
や
か
に
花
開
き
お
り 

福
原
　
ミ
ヨ

逞
し
き
草
む
し
り
つ
つ
呟

つ
ぶ
や

け
り

　
　
お
前
の
強
さ
少
し
ち
ょ
う
だ
い 

富
沢
　
キ
ミ

待
ち
わ
び
し
雪
消
え
さ
り
て
水
温
し

　
　
も
ろ
も
ろ
の
花
に
庭
の
賑
わ
い 

高
橋
　
ヤ
ス
ノ

青
き
山
を
背
向
き
に
高
く
咲
き
盛
り

　
　
香
り
た
た
せ
る
ア
カ
シ
ア
の
花 

板
場
　
寛

長
生
き
の
兄
や
姉
達
皆
逝
き
て

　
　
末
の
子
吾
が
一
人
残
れ
り 

滝
沢
　
義
正

雨
止
み
て
霧
立
ち
昇
る
山
峡
の

　
　
萌
ゆ
る
若
葉
に
残
雪
の
見
ゆ 

柳
沢
　
チ
ヨ

道
端
の
草
と
り
に
励
む
媼
あ
り

　
　
ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ
の
花
を
残
し
て 

島
田
　
眞
之

個
人

笹
沢
の
駅
伝
大
会
雨
の
中

　
　
若
人う

ど

目
指
す
三
箇
の
学
校 

辰
ノ
口
　
小
野
塚
吉
光

梅
雨
に
濡
れ
色
と
り
ど
り
の

　
　
紫
陽
花
に
大
輪
の
花
美
し
か
り
き 

大
割
野
　
清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
六
月
）

掌
て
の
ひ
ら

に
の
る
だ
け
で
足た

る
芹せ
り

を
摘つ

む 

酔
花

春
し
ゅ
ん

耕こ
う

の
鍬く
わ

に
亡ぼ
う

父ふ

の
握に
ぎ

り
艶つ
や 

房
良

鳥と
り
さ
か交
る
棚た
な

田だ

に
水み
ず

の
行ゆ

き
渡わ
た

り 

千
年
雄

早は
や

起お

き
は
生い

き
る
喜
よ
ろ
こ

び
夏な
つ

燕
つ
ば
め 

貞

薫く
ん
ぷ
う風

や
女
を
ん
な

三さ
ん
に
ん人

立た

ち
話
ば
な
し 

芳
司

青あ
お
さ
ぎ鷺

の
大お
お

き
く
羽は

う打
ち
畦あ
ぜ

を
蹴け

る 

渡
舟

花は
な
ぎ
り桐
の
曇ど
ん
て
ん天
に
映は

え
静し
ず

か
な
り 

冬
詩
子

パ
ン
ジ
ー
の
も
つ
れ
地ち

に
伏ふ

す
風か
ぜ

の
あ
と 

れ
い
子

紫あ

ぢ

さ

ゐ

陽
花
の
を
さ
な
き
毬ま
り

に
小こ

糠ぬ
か

雨あ
め 

妙

口こ
う

中
ち
ゅ
う

に
飴あ
め
ほ
う放

り
込こ

み
代し
ろ

田た

掻か

く 

し
げ
る

十と

お

か日
経た

ち
植う
ゑ

田た

の
み
ど
り
進す
す

み
け
り 

兎
月

棚た
な

田だ

植う

ゑ
そ
よ
風か
ぜ

わ
た
る
水み

な

も面
か
な 

吉
光

農
委
通

信

新
規
需
要
米
を

　
　
　
　
考
え
る

先
般
、新
規
需
要
米
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
米
粉
処
理
加
工
施
設

の
新
潟
製
粉
株
式
会
社
と
、Ｊ
Ａ
全
農
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
所
を
研
修
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
、
日
本
の
食
糧
自
給
率
向
上
が
求

め
ら
れ
て
い
る
中
、
米
の
生
産
調
整
を

し
て
い
ま
す
。県
に
よ
る
長
年
に
わ
た
る

研
究
に
よ
り
、
画
期
的
な
製
粉
技
術
が

開
発
さ
れ
ま
し
た
。
自
給
率
向
上
を
目

指
し
、
作
ら
な
い
こ
と
を
支
援
す
る
農

政
か
ら
作
る
こ
と
を
支
援（
新
規
需
要

米
）
す
る
農
政
へ
の
転
換
が
打
ち
出
さ

れ
、
米
の
粉
食
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
米
粉
は
栄
養
的
に
も
優

れ
た
食
材
で
あ
り
ま
す
。
今
で
も
世
界

で
、
約
10
億
人
が
食
糧
不
足
と
い
わ
れ

て
お
り
、ア
ジ
ア
で
の
食
の
変
化
に
よ
り

輸
入
価
格
が
上
昇
し
、
量
の
確
保
が
難

し
く
な
る
な
ど
、
今
後
の
米
粉
の
需
要

は
益
々
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
製
粉
技
術
と
し
て
は
、２
段
階
製
粉

法
と
酵
素
処
理
製
粉
法
の
２
種
類
が
あ

り
、パ
ン
用
、ケ
ー
キ
用
な
ど
使
い
分
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
バ
イ
オ
燃
料
地
域
利
用
モ
デ
ル
実
証

事
業
は
、
原
料
イ
ネ
の
栽
培
か
ら
エ
タ

ノ
ー
ル
の
製
造
、エ
タ
ノ
ー
ル
混
合
ガ
ソ

リ
ン
の
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
実
証
す

る
事
業
で
す
。目
的
は
、米
の
生
産
目
標

が
減
少
し
て
い
る
中
で
畑
作
へ
の
転
換

が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
は
、水
田
を
水

田
と
し
て
有
効
利
用
を
は
か
り
、地
域
の

農
地
、水
、環
境
を
良
い
状
態
で
保
全
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
高
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
玄
米
の
粉

砕
、
酵
素
に
よ
る
液
化
、
糖
化
、
酵
母
に

よ
る
発
酵
、
蒸
留
脱
水
の
順
で
製
造
さ

れ
ま
す
。
製
造
さ
れ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
を

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
と
混
合
さ
せ
、

「
グ
リ
ー
ン
ガ
ソ
リ
ン
」と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
水
田
を
水
田
と
し
て
利
用
し
、
水
稲

作
付
け
す
る
。
転
作
に
よ
っ
て
米
の
生

産
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
新
規
需
要

米
の
生
産
支
援
策（
米
の
価
格
、
流
通
、

破
砕
、
情
報
、
技
術
な
ど
に
よ
る
支
援
）

を
来
年
度
へ
向
け
て
、行
政
、農
協
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、販
売
業
者
、生

産
者
団
体
等
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
食
糧
需
給
率
と
農
家
所
得
の
向
上
を

目
指
し
て
。　

農
業
委
員
　
　
中
田
人
士

　「
話
題
の
新
し
い
あ
の
本
、
図
書
室
に

入
っ
て
い
る
か
し
ら
？
」
と
お
探
し
の
か

た
、
図
書
室
に
は
新
着
本
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。そ
こ
に
は
、新
着
本
リ

ス
ト
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
リ

ス
ト
か
ら
お
目
当
て
の
本
を
探
し
、
予
約

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。
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水
中
運
動
教
室

新
規
参
加
者
募
集
！

津
南
町
に
お
け
る
介
護
保
険
認
定
者
の
原
因
疾
患（
平
成
20
年
度
11
月
末
）

を
見
る
と
、男
性
も
女
性
も
上
位
３
位
に「
認
知
症
」と「
骨
折
・
関
節
症
・
骨こ
つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
う

等
の
整
形
外
科
疾
患
」が
入
っ
て
い
ま
す
。水
中
運
動
は
こ
の
二
つ

を
予
防
す
る
の
に
効
果
的
で
す
！
自
立
し
、生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
水
中
運
動
を
お
勧
め
し
ま
す
！

■
目
的

①
日
常
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
筋
力
作
り 

②
転
倒
で
の
骨
折
を
予
防
す
る
た
め
の
骨
作
り

③
物
忘
れ
の
予
防

■
対
象

年
齢
60
歳
以
上（
平
成
23
年
３
月
末
現
在
）で
、

自
力
歩
行
で
き
る
か
た

■
実
施
期
間

　
平
成
22
年
９
月
〜
平
成
23
年
７
月

　
各
班
　
週
１
回

■
場
所

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南（
バ
ス
の
送
迎
あ
り
）

■
参
加
費

　
年
間
１
５，
０
０
０
円
（
保
険
加
入
料
含
む
）

※
水
中
運
動
教
室
の
会
員
証
で
、
ク
ア
ハ
ウ

ス
を
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。（
毎
回

２
０
０
円
ま
た
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
）

※
持
病
が
あ
る
か
た
は
、
主
治
医
の
許
可
が
必

要
で
す
。

Ｑ
ど
の
位
の
年
代
の
人
が
参
加
し
て
い
る
の
？

Ａ
60
代
50
人
、
70
代
１
３
８
人
、
80
代
31
人
、
90

代
１
人
で
す（
平
成
22
年
４
月
現
在
）現
在
の

最
高
齢
は
91
歳
で
最
年
少
は
60
歳
で
す
。

Ｑ
運
動
に
つ
い
て
い
け
る
か
心
配
で
す
…

Ａ
水
中
運
動
は
誰
で
も
で
き
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
で
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
名
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
３
名
が
皆
さ
ん
を

見
守
り
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

Ｑ
膝
や
腰
が
痛
い
人
で
も
大
丈
夫
で
す
か
？
周

り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
で
す
。

Ａ
痛
み
が
あ
る
時
は
主
治
医
に
確
認
が
必
要
で

す
が
、
人
は
肩
ま
で
水
に
浸
か
っ
た
状
態
で

は
、
浮
力
に
よ
り
体
重
が
陸
上
の
約
十
分
の

一
に
減
少
し
ま
す
。
そ
の
た
め
関
節
へ
の
負

担
を
か
け
ず
に
運
動
が
で
き
、
筋
力
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
整
形
外
科
な
ど
で

も
水
中
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

水
中
運
動
教
室

皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
〜
Ｑ
＆
Ａ
〜

半
信
半
疑
だ
っ
た
け
ど･･･

今
で
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
か
ら
水
中
運
動
を
始
め
た
Ｋ
・
Ｋ

さ
ん
（
69
歳
）
の
生
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　
腰
痛
が
ひ
ど
く
、
整
形
や
整
骨
院
、
整
体
な

ど
、
腰
痛
に
良
い
と
言
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
へ
通
っ
て
み
ま
し
た
が
よ
く
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
時
、
水
中
運
動
の
話
を
聞
き
、

半
信
半
疑
で
申
し
込
み
ま
し
た
。
初
め
は
何
か

に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
に
補
助
し
て

も
ら
っ
て
の
運
動
で
し
た
。
と
に
か
く
早
く
良

く
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
ほ
ん
と
う
に
良
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
「
継
続
す
る
こ
と
で
必
ず
成
果
が
で

ま
す
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
今
で
は

水
中
運
動
以
外
の
日
も
ク
ア
ハ
ウ
ス
へ
行
っ
て

運
動
し
て
い
ま
す
。

　
水
中
運
動
を
始
め
て
５
カ
月
、
少
し
ず
つ
腰

の
痛
み
が
良
く
な
り
、
今
で
は
と
て
も
楽
に
な

り
ま
し
た
。
周
り
か
ら
も
姿
勢
が
良
く
な
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、水
中
運
動
を
始
め
て
、

腰
の
こ
と
以
外
に
も
、
い
ろ
ん
な
人
と
会
っ
て

話
を
す
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
水
中
運
動
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

水中運動の様子。スタッフがしっかりサポートします。

◆スタッフより

水中運動教室は元気なかただけでなく、健康上の悩み

を抱えているかたにもぜひ参加していただきたいと

思っています。水中運動教室に参加することで、それ

らの悩みとうまく付き合いながら、いつまでも元気に

生活していくことをスタッフ全員で応援しています。

◆申し込みはこちらまで！

　福祉保健課 健康班（℡ 765-3114）

　電話または窓口でお申し込みください。

　申込期限：平成 22 年８月３日㈫まで

地
蔵
菩
薩

　
路
傍
の
石
仏
の
そ
ば
で
腰
を
お
ろ
し
て
い
る

と「
身
近
な
お
地
蔵
さ
ん
な
の
に
、本
来
は
ど
こ

の
国
の
生
ま
れ
な
ん
だ
い
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
た
古
老
の
Ｍ
さ
ん
。「
や
ぁ
、し
ば
ら
く
」と
返

事
は
し
た
も
の
の
古
老
の
問
い
か
け
に
は
一
瞬

戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
古
代
イ
ン
ド
と
は

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
間
違
え
な
く
答
え
る

た
め
に
少
し
時
間
を
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
や
っ
と
Ｍ
さ
ん
へ
の
答
え
を
綴
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
地
蔵
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ

ン
教
の
神
々
の
一
人
で
し
た
。
日
蔵
、
月
蔵
、
天

蔵
と
と
も
に
、
地
蔵
も
星
に
ま
つ
わ
る
バ
ラ
モ

ン
の
信
仰
に
根
ざ
し
て
い
る
神
様
で
し
た
。
バ

ラ
モ
ン
の
教
え
で
は
、
大
地
は
母
性
の
象
徴
で

あ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
地
の
あ
ら

ゆ
る
恵
み
を
や
さ
し
く
育
ん
で
い
る
と
い
う
意

味
で
大
地
の
母
胎
で
あ
る
と
も
説
か
れ
て
い
ま

す
。そ
し
て
地
蔵
は
、母
な
る
大
地
の
慈
愛
に
満

ち
、
人
々
の
苦
し
み
を
救
う
と
信
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
も
と
も
と
イ
ン
ド
の
大
地
の
神
様
で
あ
っ
た

も
の
が
、仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、

中
国
に
わ
た
っ
て
漢
訳
さ
れ「
地
蔵
」と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
釈
迦
様
の
入
滅
後
、
56
億
７
０
０
０
万
年

後
に
、弥
勒
菩
薩
が
こ
の
世
に
現
れ
る
ま
で
、無

仏
の
時
代
と
い
い
ま
す
。
こ
の
時
代
は
世
の
中

の
秩
序
が
ま
っ
た
く
乱
れ
、
末
法
の
世
に
な
っ

て
し
ま
い
暗
黒
時
代
が
続
き
ま
す
。
お
釈
迦
様

は
こ
の
よ
う
な
時
代
が
来
る
こ
と
を
深
く
案
じ

ま
す
。弥
勒
菩
薩
が
出
生
す
る
ま
で
の
間
、無
仏

の
時
代
に
住
み
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
を
救
済

す
る
菩
薩
と
し
て
の
役
割
を
地
蔵
に
頼
み
ま
す
。

以
後
、地
蔵
を「
地
蔵
菩
薩
」と
い
い
、崇
拝
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
蔵
菩
薩
は
、
中
国
を
経
由
し
て
朝
鮮
半
島

や
海
を
渡
っ
て
日
本
に
伝
わ
り
ま
す
。

　
経
典
に
は
、
閻
魔
大
王
に
化
身
す
る
と
説
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
罪
業
の
深
い
も
の
が
地

獄
に
落
ち
て
閻
魔
大
王
の
裁
き
を
受
け
る
と
き

に
、
地
蔵
菩
薩
の
功
徳
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と

い
う
信
心
を
生
み
ま
す
。さ
ら
に
地
蔵
菩
薩
は
、

地
獄
な
ど
の
冥
界
と
こ
の
世
の
橋
渡
し
を
す
る

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、冥
界
に

落
ち
た
子
ど
も
を
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
信
仰

も
加
わ
り
、
人
気
を
呼
び
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉

時
代
に
地
蔵
信
仰
と
し
て
人
々
の
間
に
信
仰
が

広
ま
り
ま
す
。

５
月
初
め
に
孵ふ

か化
し
た
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
の
幼

虫
た
ち
が
６
月
半
ば
か
ら
次
々
と
繭
を

作
り
始
め
、
７
月
13
日
終
り
に
全
員
緑
色
の
繭

の
中
に
隠
れ
て
し
ま
い
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

「
津
南
町
の
樹
・
ブ
ナ
」
で
孵
化
し
て
ブ
ナ
を

食
べ
て
育
っ
た
幼
虫
た
ち
も
器
用
に
ブ
ナ
の
葉

を
ま
と
っ
て
立
派
な
美
し
い
繭
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
年
の
実
験
飼
育
で
、
若
令
虫
は
孵
化
し
た

ブ
ナ
科
の
葉
な
ら
コ
ナ
ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
で
な
く

て
も
そ
の
葉
で
育
つ
こ
と
、
４
令
虫
に
な
れ
ば

若
令
虫
で
食
べ
て
い
た
木
に
限
ら
ず
ナ
ラ
で

も
ブ
ナ
で
も
食
べ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
驚
い
た
の
は
、
自
然
の
コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ

ナ
ラ
に
網
で
囲
っ
て
戸
外
で
育
て
た
も
の
は
、

も
の
の
本
に
も
あ
る
と
お
り
、
繭
に
な
る
ま
で

２
ヵ
月
を
要
し
ま
し
た
が
、
飼
育
箱
に
入
れ
て

屋
内
で
育
て
た
も
の
は
、
40
日
足
ら
ず
の
超
ス

ピ
ー
ド
で
繭
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
し

た
。
屋
内
で
は
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
た
め
か
、
幼
虫
が
大
き
く
育
ち
22
ｇ
に

も
な
り
ま
し
た
。ヤ
マ
マ
ユ
ガ
の
繭
は
７
０
０
ｍ

も
の
長
い
一
本
の
糸
で
で
き
て
い
ま
す
。（
家
蚕

の
繭
は
小
さ
い
け
れ
ど
１
５
０
０
ｍ
！
）

　
な
じ
ょ
も
ん
で
は
こ
の
緑
色
の
繭
か
ら
糸
を

紡
ぎ
布
に
織
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
繭
の
緑
色
は
外
側
だ
け
で
内
側
の
色
は
淡
い

黄
色
な
の
で
、
均
一
な
色
の
糸
を
採
る
の
は
と

て
も
難
し
い
そ
う
で
す
。

　
80
ケ
程
の
繭
か
ら
織
ら
れ
る
布
は
小
さ
な
も

の
で
す
が
、
き
っ
と
ク
リ
ー
ム
色
の
布
に
な
る

は
ず
で
す
。
来
春
に
は
皆
様
の
お
目
に
か
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

地蔵菩薩　（津南町 寺石）

ヤママユガの繭 ウスタビガの繭

平成22年度

津南の自然 その337
（2010.7）

緑色の繭
ま ゆ

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

158



A
n

n
uity corn

er

年
金
コ
ー
ナ
ー

広報 18平成22年７月号19 広報 平成22年７月号

なんでも掲示板
サークル員募集や催し物の
案内等に利用してください
申込先765-3112 内線225

ハガキの書き方

裏 表

答え

住所
氏名・年齢
TEL

津
南
町
大
割
野

　
　津
南
町
役
場

　総
務
課

　
　
　総
務
班
行

切
手
9  4  9　  8  2 9 2－

公
的
年
金
に
は
、「
カ
ラ
期
間
」
と
い
う
も

の
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ラ
期
間
と
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
25
年
の
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
る
期

間
の
こ
と
で
す
。
こ
の
カ
ラ
期
間
と
年
金
の
加

入
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
25
年
以
上
あ
れ
ば
、

老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
主
な
カ
ラ
期
間
は
、国
民
年
金
に
任
意
加
入
で

き
た
の
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど
、次

の
４
つ
の
期
間
の
う
ち
、昭
和
36
年
４
月
以
後
の

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
カ
ラ
期
間
】

①
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
で

あ
っ
た
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
期
間

②
学
生
で
あ
っ
た
平
成
３
年
３
月
以
前
の
期
間

③
海
外
在
住
の
期
間（
任
意
加
入
で
き
な
か
っ
た

昭
和
61
年
３
月
以
前
の
期
間
を
含
め
ま
す
）

④
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
か
ら
脱
退
手
当
金
を

受
け
た
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
期
間（
昭
和

61
年
４
月
以
後
に
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が

あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

　
ご
自
分
に
、
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
か
た
は
、
年
金
の
受
給
権
に
結
び
つ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
ま
た
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
カ
ラ
期
間
は
、障
害
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

に
必
要
な
資
格
期
間
を
判
定
す
る
場
合
に
お

い
て
も
、同
様
に
計
算
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
て
厚

生
年
金
の
加
入
期
間
が
１
年
以
上
あ
る
昭
和

36（
女
子
は
41
）年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

か
た
に
つ
い
て
は
、
生
年
月
日
に
応
じ
て
60

歳
〜
64
歳
か
ら
60
歳
台
前
半
の
老
齢
厚
生
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

次
の
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
六
日
町
年
金
事
務
所

　
　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

　
津
南
町
役
場
税
務
町
民
課

　
　
℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

じゅうたんで出来たバッグに、柄の形がオウムの頭のこ

うもりがさ。それらを抱え、黒髪の少し不思議な女性はバン

クスさんの家にやってきます。ナニーとしてバンクスさん

に雇われた女性・メアリーポピンズに、こどもたちは問いか

けました。「どうやってきたの、風に乗ってきたように見え

たけれど」バンクス家の長女・ジェインの問いに、メアリー

ポピンズは「そうです」と短く答えます。そして、彼女はこど

もたちの疑問に答えることなく、じゅうたんのバッグから

様々なものを取り出して並べ始めます。ジェインの目には

空っぽに見えるバッグに、メアリーポピンズが手を入れれ

ば、エプロンに石鹸、歯磨きとあらゆるものが取り出される

のです。

これが「風に乗ってきたメアリー・ポピンズ」の始まりで

す。どこからともなくやってきたメアリーポピンズは、バン

クス家のこどもたちに不思議な世界を見せてくれます。け

れど、それは彼女にとっては当たり前のことなのです。小さ

い頃に幾度も繰り返し読んだこの本ですが、久しぶりに読

み返し自分の視点が変わっていることに気付きました。ま

ず、ジェインたちの視点ではなく、メアリーポピンズもしく

は、バンクス夫人の視線で見ている自分がいること。ナニー

になるための保証人について夫人が、メアリーポピンズに

問うシーンがあります。小さな頃ならば流してしまった場

面も、今読み返すと夫人の自尊心の高さなどが見て取れ、少

し笑ってしまいました。

視点が変わってしまっても、メアリーポピンズの魅力は

色あせることはありませんでした。むしろ、なんて面白く

てかわいい人だろう、と思います。彼女にとって当然のこと

は、今の私たちから見れば説明出来ないことばかりです。そ

の不思議なことは忘れてしまったおとぎ話のようでもあり

ます。世界中を旅することの出来る磁石の存在も、夜空に糊

で星を貼り付けることも、メアリーポピンズの関わるので

あるのならば納得させられるのです。

次は桑原百合枝さんをご紹介します。

著　者　名／P.L.トラヴァース　訳／林　容吉訳

出版社名／岩波書店

尾
お

池
いけ

みどりさん	（津原）

風に乗ってきたメアリー・ポピンズ

本 と わ た し
紹介する本

−山田　貴子さんから

問題１　これまであった「中津地区盆踊り大会」「竜神の
里盆踊り」に昨年から始まった盆踊りが加わり津南３大

盆踊りと呼ばれるようになりました。

　それは次のどれでしょう。

	 ①なじょもん盆踊り

	 ②からす踊り

	 ③大民踊流し

■締切　平成22年8月9日㈪　当日消印有効

■発表　先月号の答えは1―③、2―①です。

健康づくりスローガンは「だいすきつなんまち」でし

た。正解者に図書カードをお送りします。

　○山本彩賀さん

　○涌井ちづ子さん

　○半戸忠夫さん

※なんでもハガキでの応募はご遠慮ください。

大笑いの日
「つなん」がひとつになる日
　毎年8月8日午前8時８分８秒にワンコインデーを

行います。10円・50円・100円・500円単価で物品や

飲食を提供していただけませんか？

人参・大根・ラーメン・ギョーザ・
衣類・履物・手芸品・民芸品・雑貨・
食料品・鍋・タイヤ・オイル など

　なんでもけっこうです。自分で設定してください。

あなたが主役です。参加して楽しみましょう。

　参加者は「はっちゃん」マークを売店等につけてい

ただきます。

　８月８日は黄色の衣類や帽子ハンカチ等を身に付

けて「ひまわり」になり、町中黄色にしてみませんか。

「８８８８８（はっはっはっはっはっ）」

■問い合わせ　中山かよ子（℡765-3777）

■協　　　賛　津南町観光協会・Ｗａ

東北電力からのお知らせ
　十日町営業所管内で、「東北電力」や「東北電気保安

協会」を名乗って「電気料金を安くできるので、一度

設備を確認させてほしい」「契約内容を見直しするの

で、動力設備の使用状況を確認させてほしい」などと

お客さまのご家庭を訪問しようとする不審電話が多

数確認されています。

　東北電力や関連会社では、このような契約の見直

しを目的とする行為は行っていませんので、不審に

思われた場合は、ご連絡をお願いいたします。

■お問い合わせ先

・東北電力コールセンター

　℡0120-175-466

・東北電気保安協会十日町営業所

　℡757-9029

Pen Relay

年
金
を
あ
き
ら
め
な
い
で

　
　
「
カ
ラ
期
間
」は
あ
り
ま
せ
ん
か
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戸 籍 の 窓

上村　隼
はや

大
た

（今井） 正雄さん

 明子さん

山田　健
けん

汰
た

（朴ノ木坂） 学さん

 美紀さん

藤ノ木咲
さ ほ

帆（太田新田） 雅也さん

 明子さん

藤木　桜
おう

香
か

（米原） 啓宇さん

 文香さん

半戸　星
そ ら

宙（中子） 篤さん

 鮎美さん

�口　さわ（反里口） 貴幸さん

 明子さん

山田富太郎さん	 （91歳・結東）
江村喜代松さん	 （93歳・大井平）
津端義一さん	 （78歳・外丸）

涌井ハルさん	 （96歳・寺石）

桑原シゲさん	 （92歳・反里口）

樋口福平さん	 （89歳･船山）

小貫功さん	 （70歳・小島）

桑原秀一さん	 （83歳・反里口）

田中一正さん	 （60歳・外丸）

吉野玉三さん	 （86歳・十二ノ木）

桑原トラさん	 （96歳・貝坂）

桑原龍弘さん（船山）

梅沢恵莉さん（神奈川県）

中山正吾さん（外丸）

長谷川愛さん（柏崎市）

｝

｝

■人口11,134（−6）　男5,440（−1）　女5,694（−5）

■世帯数3,671（−7）　■転入15　■転出15　■出生4　■死亡10　■婚姻17月1 日現在（　）内は前月比

　
自
称
バ
イ
ク
乗
り
の

は
弥
彦
ま
で

ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。通
り

を
散
策
す
る
と
、
ど
の
お
店
に
も「
弥
彦

浪
漫
」
と
い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
と「
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
Ｍ
Ａ
Ｐ
」な
る
観
光
紙
が

置
い
て
あ
り
ま
す
。ど
ち
ら
も
と
て
も
出

来
が
良
く
手
に
取
ら
さ
れ「
な
る
ほ
ど
ね

〜
」と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
時
間
切
れ
。弥
彦

パ
ワ
ー
に
未
練
を
残
し
つ
つ
続
き
は
次

回
に
持
ち
越
し
で
す
。 

○「火焔加持～滋澤雅人縄文土器写真展～」
○｢町まるごと博物館展｣
　7月24日㈯～ 8月22日㈰
　フォトグラファー滋澤雅人による、縄文土器をモノクロで

撮影した写真展、火焔加持。

　そして今年もやってきました♪五感を通して楽しく学べる

展示会、略して町まるごと！

　いずれの展示会も、未知の世界があなたを待っているかも!?

○なじょもんのヒマワリ、見頃は8月上旬～中旬！
　知名度どんどんアップ中！沖ノ原のヒマワリ畑に匹敵す

る、なじょもんのヒマワリ畑も要チェック。

　ヒマワリを見に来たついでになじょもんの展示を見ていく

も良し、体験していくも良しです！

○なじょもん盆踊り開催！8月15日㈰
　昨年始めて開催し、大好

評だった「なじょもん盆踊

り」。

　津南３大盆踊りといえ

ば!?「中津盆踊り」、「竜神

盆踊り」、そして「なじょも

ん盆踊り」だー !!

〈夏季企画展〉

津南町の人口

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります7・8月 【なじょもん☎765-5511】

日　時 プログラム 日　時 プログラム

7月24日㈯
午前 どんぐりのストラップ

8月8日㈰
午前 バードコール作り／ロープで木登り

午後 土器作り／藍染め 午後 土器作り／布ぞうり作り

25日㈰
午前 そば打ち

9日㈪
午前 木のうちわ／ロープワーク

午後 アンギン編み（おかき）／弓矢作り 午後 土器作り／藍胎漆器

26日㈪
午前 和紙のうちわ

10日㈫
午前 松ぼっくりサンデー／鹿角のアクセサリー

午後 バト帯作り／苔玉作り 午後 火おこし／布ぞうり作り

27日㈫
午前 身近な薬草

11日㈬

午前 身近な薬草／土笛作り
午後 折紙　『ひまわり』／土器作り 午後 土器作り／昔のあそび

28日㈬
午前 ひょうたんのランプシェード 19:30〜 星空観察
午後 種のブローチ／土器作り

12日㈭
午前 縄文ナイトライト／わら細工　

29日㈭
午前 藍刈りと藍の生葉染め 午後 陶芸／火おこし
午後 布ぞうり作り

13日㈮
午前 藍刈りと藍の生葉染め／森で遊ぼう

30日㈮

午前 和紙のうちわ 午後 竹の腕輪／土器作り
午後 弓矢作り／どんぐりのストラップ

14日㈯

午前 タケトンボ／木のうちわ
19:30〜 星空観察 午後 わら細工／土器作り／森で遊ぼう

31日㈯

午前 水辺の生物／藍刈りと藍の生葉染め／木のうちわ 19:30〜 ライトトラップ
午後 土器作り／おばあちゃんのおやつ（笹団子）

15日㈰
午前 和紙のうちわ／タケトンボ

19:30〜 ライトトラップ 午後 藍刈りと藍の生葉染め／土器作り／森で遊ぼう

8月1日㈰

1日 バスで巡る津南の文化財　「野仏を訪ねて」
16日㈪

午前 縄文ナイトライト
午前 藍刈りと藍の生葉染め／矢じり作り 午後 和紙のうちわ／弓矢作り
午後 縄文ナイトライト

17日㈫
午前 木のうちわ

2日㈪
午前 ひょうたんに漆を塗ってみよう 午後 電気のしくみ／貝で作る縄文のアクセサリー
午後 投槍機を作ってみよう／鹿角のアクセサリー

18日㈬

午前 和紙のうちわ

3日㈫

9:30〜 昆虫採集と展翅 午後 ウッドペイント「木に描いてみよう」
午前 草花遊び 午後 ひょうたんに漆を塗ってみよう
午後 カラムシのミサンガ／土器作り 19:00 バスで巡る津南の文化財　「赤澤神楽」

4日㈬

9:30〜 昆虫採集と展翅
19日㈭

午前 カラムシのミサンガ
午前 土笛作り 午後 昔の遊び／縄文クッキー
午後 縄文人の皮袋／火おこし 20日㈮ 午後 縄文ナイトライト／草木染め

5日㈭ 午前 草花遊び
21日㈯

午前 水辺の生物／貝で作る縄文のアクセサリー

6日㈮
午前 どんぐりのストラップ 午後 枝木の動物／ひょうたんに漆を塗ってみよう
午後 土器作り

22日㈰
午前 ひょうたんのランプシェード

7日㈯

午前 藍刈りと藍の生葉染め／石器作り 午後 和紙のあかり／身近な薬草

午後

滋澤雅人ギャラリートーク 24日㈫・25日㈬ 9:30〜 昆虫標本作り
ロープで木登り／弓矢作り

28日㈯
1日 アンギン編み

枝木の動物／竹の腕輪 午前 土器野焼き
19:30〜 ライトトラップ 29日㈰ 午前 縄文ナイトライト

※勾玉づくりは、毎日午前と午後開催されます。また、料金等についてはお問い合わせください。	※友の会の皆さんは半額です。

昨年の盆踊りの様子。
楽 し さ が 伝 わ り ま す で
しょうか？

中学生の広島訪問にご協力を
　本年度も町内の中学生４名が、広島市
原爆死没者慰霊式・平和祈念式展に参加
いたします。施設の援護資金や献花など
の資金とするため、皆様のご寄付をお願
いいたします。
■窓口　町教育委員会・総務課・会計班
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
７
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９
日
。
新
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初
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ま
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自
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、
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け
ま
し
た
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